
中部横断自動車道（長坂～八千穂）
長野県区間に係る計画調整会議（第１回）

議事概要

１．日 時：平成２９年９月２１日（木） １０：３０～１１：４５

２．場 所：長野県庁 議会棟４０１会議室

３．出席者：［議 長］ 国土交通省関東地方整備局 長野国道事務所長
［構成員］ 長野県建設部道路建設課長、長野県佐久建設事務所長

小海町産業建設課長、佐久穂町建設課長
川上村産業建設課長、南牧村産業建設課長
南相木村振興課長、北相木村経済建設課長

４．議 事
本調整会議により、長野国道事務所、長野県、小海町、佐久穂町、川上村、南牧村、

南相木村、北相木村において、以下の事項を確認した。

■計画調整会議の規約について
中部横断自動車道（長坂～八千穂）長野県区間に係る計画調整会議の規約を了承した。

■中部横断自動車道の経緯について
長野国道事務所より中部横断自動車道の経緯について報告した。

■長野県の地元意見把握の取り組み状況について
南佐久郡６町村としての意見集約結果は以下のとおり。
○より具体的なルート帯について
・現在建設中の八千穂高原ＩＣの位置、優良農地への影響、地域の利便性などを
考慮し、国道１４１号の西側が望ましい
・極力、集落や優良農地を避けて欲しい
・高速道路の日影による国道１４１号の路面凍結を避けるため、国道の横断は最
小限にすることが望ましい。

○インターチェンジの概略位置について
・観光地や沿線町村へのアクセス性が良い場所として、松原湖付近、南牧村役場
付近、野辺山原付近に設置することが望ましい
・地域住民の利便性などを考慮し、国道１４１号に近い箇所が望ましい
・全て政策ＩＣとして整備して欲しい。

■中部横断自動車道（長野県区間）の１ｋｍルート帯及びＩＣの概略位置の考え方について
南佐久郡６町村としての意見集約結果を踏まえ、長野国道事務所が提示した以下の

１ｋｍルート帯の考え方、ＩＣの概略位置の考え方に基づき、具体的なルート帯やＩ
Ｃの概略位置の検討を長野国道事務所で行う。
○１ｋｍルート帯の考え方
・千曲川左岸（国道１４１号の西側）のルートを原則とする
・できる限り国道１４１号と併走
・個別のコントロールとして以下に配慮
松原湖の自然環境に配慮（八ヶ岳中信高原国定公園の一部）
できる限り、土地利用（小海駅周辺市街地、集落、別荘地、優良農地）に配慮

○ＩＣの概略位置の考え方
・ＩＣは３箇所（小海町、南牧村海ノ口付近、南牧村野辺山付近）を基本

引き続き、長野県、沿線町村、国が連携し、地域との合意形成を図りながら取り組
む必要がある。

以上
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